
横植協会０６－３５号 

                              令和 ７年 ３月 ５日 

会員各位 

横浜植物防疫協会からのお知らせ 

 

輸入青果物関係 

【ガイアナにおけるミカンコミバエ種群、パキスタン及びサウジアラビア 

における火傷病菌の発生情報に伴う輸入検疫措置の実施について】 

   
 

農林水産省植物防疫課から、別添説明資料のとおり情報提供があっ

たのでお知らせします。 

 なお、対象となる植物の横浜港への輸入実績はありません。  

 

以 上 
 



 

令和７年３月３日 

 

ミカンコミバエ種群及び火傷病菌の発生情報に伴う対応について 

 

１．経緯及び現状 

（１）植物防疫法施行規則（昭和 25 年農林省令第 73 号。以下「規則」という。）

別表２の２項に規定されるミカンコミバエ種群（Bactrocera dorsalis species 

complex）及び規則別表２の 16項に規定される火傷病菌（Erwinia amylovora）

は、発生国からの対象植物の輸入が禁止されている検疫有害動植物です。 

（２）そのような中、ガイアナにおいてはミカンコミバエ種群、パキスタン及びサ

ウジアラビアにおいては火傷病菌が発生しているとの情報が新たに得られ

ました。 

 

２．対応 

こうした状況を踏まえ、ガイアナ、パキスタン及びサウジアラビアに対して、

書簡を発出し、発出日の翌日以降、対象植物（別紙参照）の輸入を停止する

旨通知します。 

なお、諸外国に対しても、SPS 緊急通報により我が国が当該植物の輸入を

停止する旨、通知する予定です。 

 

３．会員への情報提供のお願い 

ガイアナはミカンコミバエ種群、パキスタン及びサウジアラビアは火傷病菌

の発生国であることが新たに判明しました。このため、ガイアナに対しては、規

則別表２の２項で規定されているミカンコミバエ種群の寄主植物、パキスタン

及びサウジアラビアに対しては、規則別表２の 16 項で規定されている火傷病

菌の宿主植物（別紙参照）について、書簡により、検査証明書の発給停止を

要請する予定です。なお、諸外国に対しても、SPS 緊急通報により我が国が

当該植物の輸入を停止する旨、通知する予定です。 

本措置は書簡の発出日の翌日に発効し、発効日以降、当該植物について

は、検査証明書が添付されたものが輸入された場合であっても廃棄処分とな

ります。



別紙 

植物防疫法施行規則別表２ 

地域 植物 備考 

(対象とする検疫有害動植物) 

二 インド、インドネシア、カンボジア、

シンガポール、スリランカ、タイ、台

湾、中華人民共和国(香港を除く。以

下この表において同じ。)、ネパー

ル、パキスタン、バングラデシュ、東

ティモール、フィリピン、ブータン、ブ

ルネイ、ベトナム、香港、マレーシア、

ミャンマー、ラオス、オマーン、アンゴ

ラ、ウガンダ、エスワティニ、エチオピ

ア、エリトリア、ガーナ、カーボベル

デ、ガボン、カメルーン、ガンビア、ギ

ニア、ギニアビサウ、ケニア、コートジ

ボワール、コモロ、コンゴ共和国、コ

ンゴ民主共和国、ザンビア、シエラレ

オネ、ジンバブエ、スーダン、赤道ギ

ニア、セネガル、タンザニア、チャド、

中央アフリカ共和国、トーゴ、ナイジ

ェリア、ナミビア、ニジェール、ブルキ

ナファソ、ブルンジ、ベナン、ボツワ

かんきつ類(げつきつ、からたち属植物、きんかん属植物及びみかん

(かんきつ)属植物並びにこれらの交雑種をいう。以下同じ。)(付表第

四、第五、第十及び第五十八に掲げるものを除く。)、あかぎ、アキ

ー、アザディラクタ・エクセルサ、アフゼリア・クシロカルパ、アボカド

(付表第八十九及び第九十一に掲げるものを除く。)、あまめしば、ア

ランギウム・キネンセ、アランギウム・サルウィーフォリウム、アルタボ

トリス・シアメンシス、アルタボトリス・モンテイロアエ、アルピニア・ムテ

ィカ、アレンガ・ウェスターハウティー、イカキナ・セネガレンシス、イク

ソラ・ジャワニカ、イクソラ・マクロティルサ、いちじく、いちじくぐわ、い

ぬびわ、イルビンギア・ガボネンシス、イルビンギア・マラヤナ、いんど

めてんぐ、うどんげのき、ウバリア・カマエ、ウバリア・グランディフロ

ラ、エクスコエカリア・アガロカ、エラエオカルプス・ハイグロフィルス、

おうぎやし、おおいたび、おおばいぬびわ、おおばらいちご、おきなわ

すずめうり、オクレイナウクレア・メインゲイイ、オピリア・アメンタケア、

おらんだいちご、オリーブ、カカオノキ、カシューナッツ、がじゆまる、カ

ッパリス・セピアリア、カッパリス・トメントサ、からすうり、キオナンツ

ス・パーキンソニー、キサントフィルム・アモエヌム、キサントフィルム・

フラウェスケンス、キシメニア・アメリカナ、きばなきようちくとう、きゆう

り、きんきじゆ、ククルビタ・アルギロスペルマ、グネツム・グネモン、グ

Bactrocera dorsalis species 

complex (ミカンコミバエ種群) 



 

ナ、マイヨット、マダガスカル、マラウ

イ、マリ、南アフリカ共和国、モザンビ

ーク、モーリシャス、モーリタニア、リ

ベリア、ルワンダ、レユニオン、スリナ

ム、フランス領ギアナ、オーストラリア

領クリスマス島、パプアニューギニ

ア、ハワイ諸島、フランス領ポリネシ

ア、ミクロネシア

メリナ・エリプティカ、グメリナ・フィリッペンシス、グリコスミス・ペンタフ

ィラ、クリソバラヌス・イカコ、くろつぐ、くろみのおきなわすずめうり、ケ

ドロスティス・ヒルテラ(付表第七十四に掲げるものを除く。)、コッキニ

ア・グランディス、こみのくろつぐ、コルディア・ミクサ、コルディラ・ピン

ナータ、ごれんし、コロシントうり(付表第六十六に掲げるものを除

く。)、ざくろ、さとうやし、サバ・コモレンシス、サバ・セネガレンシス、サ

ラカやし、さるかけみかん、サントール、シトロフォーチュネラ・ミクロカ

ルパ、しようべんのき、しろだも、すいか、スクレロカリア・ビレア、スコ

エフィア・フラグランス、せいようかぼちや(付表第六十七に掲げるもの

を除く。)、セルティス・テトランドラ、たいへいようぐるみ、たぶのき、デ

ィレニア・オボバタ、デスモス・キネンシス、テトラクトミア・マジュス、て

りはぼく、てんじくいぬかんこ、てんにんか、とうぐわ、とかどへちま(付

表第七十五に掲げるものを除く。)、トマト、トリファシア・トリフォリア、

ナウクレア・オリエンタリス、ながばのごれんし、なつめやし、なんよう

ざくら、にがうり、ねぐろもも、ねじれふさまめのき、ハエマトスタフィス・

バーテリ、はくさんぼく、バッカウレア・ラケモサ、バッカウレア・ラミフロ

ラ、パパイヤ(付表第一、第十一及び第十二に掲げるものを除く。)、

はまいぬびわ、はまびわ、パラミグニア・アンダマニカ、パリナリ・アナ

メンシス、ひようたんのき、ひろはふさまめのき、びわ、びんろうじゆ、

ファグラエア・ケイラニカ、ファグラエア・ラケモサ、フィクス・エリゴド

ン、フィクス・オットニーフォリア、フィクス・グロッスラリオイデス、フィク

ス・コンカティアン、フィクス・ヒスピダ、フィクス・ベンジャミナ、フィサリ

ス・ミニマ、フェイジョア、フラクールティア・ルカム、ブレイニア・ラケモ



 

サ、ブレオニア・キネンシス、ヘイネア・トリジュガ、へちま(付表第七十

六に掲げるものを除く。)、ペポかぼちや(付表第六十八に掲げるもの

を除く。)、ベルノキ、ポリアルティア・ロンギフォリア、ホリガルナ・クル

ツィー、まるばちしやのき、まるめろ、マンメア・シアメンシス、ミクソピ

ルム・スミラキフォリウム、ミクロコス・トメントサ、めじろほおずき、メロ

ン、ももたまな、モモルディカ・バルサミナ、やえやまあおき、やぶにつ

けい、やまもも、ゆうがお(付表第六十九に掲げるものを除く。)、らん

ばい、ランブータン、りゆうがん(付表第七十七に掲げるものを除く。)、

りんご、れいし(付表第十三、第十四及び第七十一に掲げるものを除

く。)、レピサンテス・テトラフィラ、レピサンテス・ルビギノサ、わんぴ、

あかたねのき属植物、かき属植物、カリッサ属植物、ぐみ属植物、コ

ーヒーノキ属植物、さくら属植物、とうがらし属植物、とけいそう属植

物、なし属植物、なす属植物、なつめ属植物(付表第六十三に掲げる

ものを除く。)、にんめんし属植物、ばしよう属植物(成熟していないバ

ナナの生果実を除く。)、ばんじろう属植物、ぱんのき属植物、ばんれ

いし属植物、ひいらぎとらのお属植物、ヒロセレウス属植物(イエロー

ピタヤ並びに付表第五十二及び第五十五に掲げるものを除く。)、ふく

ぎ属植物(付表第四十に掲げるものを除く。)、ぶどう属植物(付表第三

十二及び第五十四に掲げるものを除く。)、ふともも属植物、マンゴウ

属植物(付表第十五から第十七まで、第三十六、第四十八、第五十、

第五十七及び第六十一に掲げるものを除く。)、ユーゲニア属植物、ラ

ンサ属植物、リカニア属植物、ロリニア属植物及びあかてつ科植物の

生果実



 

十六 大韓民国、中華人民共和国、イ

スラエル、イラン、シリア、トルコ、ヨル

ダン、レバノン、アイルランド、アルバ

ニア、アルメニア、イタリア、ウクライ

ナ、英国、オーストリア、オランダ、カ

ザフスタン、北マケドニア共和国、キ

プロス、ギリシャ、キルギス、クロアチ

ア、コソボ、ジョージア、スイス、スウ

ェーデン、スペイン、スロバキア、スロ

ベニア、セルビア、チェコ、デンマー

ク、ドイツ、ノルウェー、ハンガリー、

フィンランド、フランス、ブルガリア、ベ

ラルーシ、ベルギー、ボスニア・ヘル

ツェゴビナ、ポーランド、ポルトガル、

モルドバ、モンテネグロ、ラトビア、リ

トアニア、リヒテンシュタイン、ルーマ

ニア、ルクセンブルク、ロシア、アル

ジェリア、エジプト、チュニジア、モロ

ッコ、アメリカ合衆国、カナダ、グアテ

マラ、バミューダ諸島、メキシコ、ニュ

ージーランド

かりん、しじみばな、せいようかりん、びわ、まるめろ、ロサ・カニナ、ア

ロニア属植物、かなめもち属植物、クラタエゴメスピルス属植物、ざい

ふりぼく属植物、さんざし属植物、しやりんとう属植物、しやりんばい

属植物、ストランウァエシア属植物、てんのうめ属植物、ディコトマン

サス属植物、ときわさんざし属植物、ドキニア属植物、なし属植物、な

なかまど属植物、ヘテロメレス属植物、ペラフィラム属植物、ぼけ属植

物及びりんご属植物（付表第二十四、第二十五及び第三十一に掲げ

るものを除く。）の生植物（種子を除き、生果実、花及び花粉を含む。) 

Erwinia amylovora (火傷病菌) 

参考：植物防疫所ホームページ（https://www.maff.go.jp/pps/j/law/houki/shorei/shorei_12_html_12.html） 


